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5 ．  J A P A N ブ ラ ン ド 育 成 支 援 事 業 と「 今 治 タ オ ル 」ブ ラ ン ド 構 築  

 

「問 題 は何 か」にとことんこだわり、問 題 解 決 を図 る 

 

 い ま 目 の 前 に あ る 危 機 に 立 ち 向 か う に し て も 、 そ も そ も 今 治 タ オ

ル が 1 9 9 0 年 代 に 入 っ て 売 上 を 落 と し た 要 因 は 何 か 、ど こ に 問 題 が

あ る の か 、 を 明 確 に 理 解 し な い と 目 標 も 戦 略 も 立 て ら れ な い 。 そ こ

で 藤 高 豊 文 氏 は 、「 問 題 は 何 か 」に と こ と ん こ だ わ っ た 。突 き 詰 め て

い く と 問 題 は 、 以 下 の 3 点 に 集 約 で き た 。  

 

（ イ ） 産 地 の 危 機 意 識 の 低 さ  

輸 入 品 が す で に 増 加 し 売 上 を 圧 迫 し て い た に も か か わ ら ず 、

タ オ ル 業 界 で は 大 丈 夫 と い う 意 識 が あ っ た 。  

（ ロ ） 問 屋 依 存 型 体 質  

1 9 7 0 年 代 初 頭 か ら 「 ブ ラ ン ド タ オ ル 」 の 流 行 に よ っ て 多 く

の タ オ ル メ ー カ ー が 自 社 ブ ラ ン ド を や め た こ と で 、 問 屋 依 存

の 下 請 構 造 に な っ て し ま っ た 。  

（ ハ ） 組 合 の 団 結 力 の 欠 如  

前 号 で 触 れ た よ う に 、 巨 額 の 負 債 と セ ー フ ガ ー ド の 見 送 り に

よ っ て 組 合 員 が 組 合 を 信 用 し な い 状 態 に な っ て し ま っ た 。  

 

こ れ ら の 問 題 を 解 決 す る た め に は 、 換 言 す る と 、 組 合 の 団 結 力 を

と り 戻 し O E M   の 割 合 を 減 ら し て 問 屋 依 存 型 か ら 脱 却 す る た め

に は 、「 今 治 ブ ラ ン ド で タ オ ル を 売 る 」 こ と を 目 標 に 戦 略 を 立 て る 、

こ れ が 藤 高 氏 の 出 し た 答 え だ っ た 。 し か し 、 戦 略 を 成 功 裏 に 遂 行 す

る に は 資 金 が い る 。 こ の と き 絶 妙 の タ イ ミ ン グ で J A P A N ブ ラ ン ド

育 成 支 援 事 業 の 認 可 を 受 け 、 資 金 面 で の 問 題 は 目 処 が 立 っ た 。 さ ら

に 、「 今 治 タ オ ル 」 を 正 式 の ブ ラ ン ド と し て 訴 求 し て い く た め に は 、

他 の 人 や 地 域 が 「 今 治 タ オ ル 」 の 名 前 を 勝 手 に 使 用 で き な い よ う に

商 標 を 登 録 す る 必 要 が あ っ た 。 ち ょ う ど 2 0 0 4 年 4 月 1 日 か ら 商
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標 法   の 一 部 改 正 に よ り 地 域 団 体 商 標 登 録 が 可 能 と な っ た こ と

か ら 、 さ っ そ く 同 年 8 月 に 「 今 治 タ オ ル 」 の 商 標 登 録 を 特 許 庁 へ 申

請 し た 。  

商 標 は す ぐ さ ま 登 録 で き る も の と お も わ れ た が 、 申 請 は い っ た ん

却 下 さ れ た 。 特 許 庁 に よ る と 、 今 治 は 長 年 タ オ ル を つ く っ て い る が

「 今 治 タ オ ル 」 で タ オ ル を 売 っ た こ と が な く 、 バ ー バ リ ー や デ ィ オ

ー ル と い っ た ブ ラ ン ド で タ オ ル を つ く っ て き た だ け で「 今 治 タ オ ル 」

と し て の 商 品 は な い 、 と い う も の だ っ た 。 つ ま り 、 商 標 登 録 が す ぐ

に 取 得 で き な い ほ ど 「 今 治 タ オ ル 」 の 認 知 度 は 低 か っ た の で あ る 。

し か し そ の 後 の 交 渉 で 、 2 0 0 7 年 7 月 に は 「 今 治 タ オ ル 」 の 地 域 団

体 商 標 登 録 が 完 了 し 、 今 治 タ オ ル の ブ ラ ン ド 構 築 へ 向 け た 準 備 は 整

っ た 。  

 2 0 0 6 年 6 月 か ら J A P A N ブ ラ ン ド 育 成 支 援 事 業 の 補 助 期 間 が ス

タ ー ト し 、 活 動 も い よ い よ 本 格 的 と な っ た （ 表 3 ）。「 今 治 タ オ ル 」

の ブ ラ ン ド 構 築 の 実 現 に 向 け て 、 年 度 ご と に 短 期 目 標 と 具 体 的 な 活

動 内 容 が 決 め ら れ た （ 表 4 ）。 一 年 目 の 2 0 0 6 年 度 は 、 国 内 外 に お

け る 他 産 地 の タ オ ル と 差 別 化 を 図 る た め に 、 ① ブ ラ ン ド ・ ロ ゴ の 作

成 、 ② 新 商 品 開 発 、 ③ 今 治 見 本 帳 の 作 成 、 ④ メ デ ィ ア プ ロ モ ー シ ョ

ン の 4 つ の 活 動 が 遂 行 さ れ た 。 ブ ラ ン ド ・ ロ ゴ の 作 成 お よ び 新 商 品

の 開 発 に あ た っ て は 、 佐 藤 可 士 和   氏 を 登 用 し 全 面 的 に プ ロ デ ュ

ー ス を お 願 い し た 。 佐 藤 氏 に 快 諾 を い た だ く ま で の 経 緯 に つ い て 少

し 言 及 し て お こ う 。  

当 時 、「 今 治 タ オ ル プ ロ ジ ェ ク ト 」 実 施 委 員 会 の 委 員 長 で あ り

J A P A N ブ ラ ン ド 育 成 支 援 事 業 専 門 部 会（ 今 治 市 、今 治 商 工 会 議 所 、

四 国 タ オ ル 工 業 組 合 で 構 成 ） の 統 括 コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 務 め た 富 山

達 章   氏 か ら 、「 ブ ラ ン ド マ ー ク を つ く る な ら 佐 藤 可 士 和 さ ん に

お 願 い し て は ど う か 」 と い う 提 案 が あ っ た （ 関 田 理 恵 編 [2 0 0 8 ] 5 9

頁 ）。  

 

 

LOOKS
ノート注釈
1959年、商標を保護することによって商標を使用する者が業務上の信用を維持できることを目的に制定された法律。

LOOKS
ノート注釈
インタープランニング㈲代表取締役。

LOOKS
ノート注釈
1965年生まれ。1989年多摩美術大学卒業後、博報堂入社。2000年「サムライ」設立。おもな仕事にホンダの「ステップワゴン」、キリンビールの「極生」「生黒」など多数。現在の日本を代表するグラフィックデザイナーおよびアートディレクター。
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年度 月 内容 備考

5 四国タオル工業組合内に新執行部と新委員会設置

委員会は①今治タオルブランド推進委員会、②人材

育成委員会、③新商品開発委員会、④輸出促進委員

会、⑤産地構造改革委員会の5つ。

6

JAPANブランド育成支援事業認可をうけて「今

治タオルプロジェクト」始動（四国タオル工業組

合[藤高豊文理事長]と今治商工会議所[檜垣俊幸会

頭]と今治市が連携）

2006年度の主要な活動のひとつであるブランド・

ロゴ作成と新商品開発のために、佐藤可士和氏に交

渉開始。

8
「地域団体商標制度」をうけて「今治タオル」商

標取得申請

同年4月1日の商標法の一部改正により地域団体商

標登録が可能となる。

9 佐藤可士和氏が今治を初訪問し組合員と意見交換

12
「ジャパンクリエーション」でPR活動[6日～8

日]【東京ビッグサイト】

クリエーション力の高い商品を集めた繊維見本市で

あるジャパンクリエーションにて、PRブースを設

置。

「今治タオルプロジェクト展Vol. 1」開催[15日

～19日]【青山スパイラルホール】

同展示会では、「今治生まれの白いタオル」やひび

のこずえ氏による新製品を発表。

「今治タオルプロジェクト・プレス発表会」開催

[15日]【青山スパイラルホール】

プレス発表会では、継続的取材を目的に参加メディ

アを限定してメディア関係約40社と関係機関と団

体が参加。新ブランドマークとロゴを発表。

4 今治タオルの「品質基準」の策定

今治タオルの品質向上・維持を目的にタオルの吸収

性や染色の堅牢度など独自の基準を設置。その後何

度か改正。

6

「インテリアライフスタイルショー（今治タオル

プロジェクト展Vol. 2）」出展[6日～8日]【東京

ビッグサイト】

同展示会では、「今治見本帳100」の発表をはじ

め、村上タオルと宮城壮太郎氏、吉井タオルと鵜飼

麻方氏、丸栄タオルとひびのこずえ氏のコラボ商品

を出展。

7 「今治タオル」地域団体商標登録

伊勢丹新宿店で「今治タオルコーナー」常設コー

ナー設置

同店では、佐藤可士和氏デザインのタオルと白いタ

オルを商品として展示販売。

「第1回タオルソムリエ資格試験」実施【東京・

大阪・今治】
第1回は、申込者数303名、合格者187名。

「第1回今治タオルメッセ」開催[19日]【今治テ

クスポート】

タオルメッセでは、新商品の展示商談会の実施、産

地ブランド「ふわり」発表、タオルソムリエ認定証

授与式、佐藤可士和氏講演会、今治タオルライブラ

リーの発表など各イベントを開催。

「東京デザイナーズウィーク2007」出展[31日]

【明治神宮外苑絵画館前特設テント】

デザイナーズウィークでは、丸栄タオルとひびのこ

ずえ氏によるコラボ商品を出展。

11
雑誌「DIME」とコラボレーションし4回にわたり

「今治タオル」特集（～12月）

この頃より「今治タオル」がマスメディアに頻繁に

登場。

12 ネットショップ売上が月商1000万円台突破

2

「東京ギフトショー2008（JAPANブランドエ

キシビジョン）」出展[5日～8日]【東京ビッグサ

イト】

ギフトショーでは、村上タオルと宮城壮太郎氏、吉

井タオルと鵜飼麻方氏、丸栄タオルとひびのこずえ

氏のコラボ商品を出展。

表3　2006年度～2009年度における「今治タオルプロジェクト」（JAPANブランド育成支援事業）年表

2006

2

9

10

2007
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年度 月 内容 備考

4
「第2回タオルソムリエ資格試験」実施【東京・

大阪・今治】
第2回は、申込者数229名、合格者151名。

三越本店で「今治タオルコーナー」設置

「インテリアライフスタイルショー2008（今治

タオルプロジェクト展Vol. 3）」出展[11日～13

日]【東京ビッグサイト】

同展示会では、「今治生まれの白いタオル」をテー

マにハイグレードな白いタオルシリーズの発表。

9
「第3回タオルソムリエ資格試験」実施【東京・

大阪・今治】
第3回は、申込者数254名、合格者107名。

「第2回今治タオルメッセ」開催[17日]【今治テ

クスポート】

タオルメッセでは、第1回タオルマイスター叙任式

を開催。

「JAPANブランドエキシビジョン～Touch!

Japan Brand 日本にふれ、日本をしる～」出展

[10月30日～11月3日]【Rin（東京）】

エキシビジョンでは、村上タオルの商品を出展。

「JAPANブランドエキシビジョンin Paris」出展

[1月22日～24日]【MITSUKOSHI ETOILE】
パリでは、丸栄タオルの商品を出展。

「JAPANブランドエキシビジョンin New

York」[1月25日～2月7日]【Felissimo Design

House】

ニューヨークでは、丸栄タオル、村上タオル、吉井

タオルの商品を出展。

「東京ギフトショー2009」出展[2月3日～6日]

【東京ビッグサイト】

ギフトショーでは、田ノ窪タオル、ハートウェル、

村上パイルなど合計9社の商品を出展。

「ヘルシンキ国際家具・インテリア見本市ハビ

ターレ2009」出展[19日～23日]【ヘルシン

キ】

フィンランド最大のインテリア・家具見本市にて、

「imabari towel meets Scandinavia」をテーマ

に日本らしい色や形、デザインのタオル70点を出

展。5日間で約5,000人の来客。

「第4回タオルソムリエ資格試験」実施【東京・

大阪・今治】
第4回は、申込者数272名、合格者155名。

11
「第3回今治タオルメッセ」開催[12日]【青山ス

パイラルホール】
「ハビターレ展示会」との連動で開催。

6

注：　補助期間は毎年度6月から2月までであるが、同表では事業年度として4月から3月までを年度の区切りとした。

2008

10

1・2

参考資料：　「JAPANブランド育成支援事業（今治タオルプロジェクト）の概要」（藤高氏提供資料）、「平成18

～20年度JAPANブランド育成支援事業『ブランド確立支援事業』成果報告書」（今治商工会議所）などより作成。

2009

9
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今 治 タ オ ル の ロ ゴマ ー ク  

 

支援内容 年度 短期目標 活動内容

①ブランド・ロゴ作成

②新商品開発

③今治見本帳の作成

④メディアプロモーション

①国内展示会への出展

②新商品開発

③タオルソムリエ資格試験制度の実施

④メディアプロモーション

①国内展示会への出展

②新商品開発

③タオルマイスター制度の整備

④メディアプロモーション

①海外展示会への出展

②国内展示会の開催（海外展示会と連動）

③新商品開発

④メディアプロモーション

JAPANブランドの確立

表4　「今治タオルプロジェクト」（JAPANブランド育成支援事業）年度別活動内容

出典：　「『今治タオル産地』ブランド構築に関する取り組みの流れ」（藤高氏提供資料「今治タオルプロジェク

ト」）より作成。

差別化2006

知名度向上2007

国内市場の醸成2008

ブランド確立支援

2009先進的ブランド展開支援

 
 

 

そ し て 、 富 田 氏 が 飛 び 込 み で 佐 藤 氏 の オ フ ィ ス を 訪 問 し 、 産 地 の ブ

ラ ン デ ィ ン グ に つ い て 説 明 を し た 際 に 一 枚 の タ オ ル を サ ン プ ル と し

て 置 い て い っ た 。 吉 井 タ オ ル の 「 白 い タ オ ル 」 で あ る 。 佐 藤 氏 に と

っ て 産 地 の ブ ラ ン デ ィ ン グ は 初 経 験 で あ り 、 最 初 は あ ま り ピ ン と こ

な か っ た よ う で あ る が 、 佐 藤 氏 は こ の 白 い タ オ ル と の 「 衝 撃 的 な 出

会 い 」 と 、 同 プ ロ ジ ェ ク ト が J A P A N ブ ラ ン ド

育 成 支 援 事 業 の 一 環 だ っ た こ と も あ り 、 富 田 氏

か ら の 依 頼 を 受 け る こ と に し た （ 関 田 理 恵 編

[2 0 0 8 ] 5 9 - 6 2 頁 ）。 今 治 で 生 産 さ れ た タ オ ル

に は 、 確 か な 技 術 に 支 え ら れ た 製 品 と し て の 高

い ク オ リ テ ィ が あ る 。抜 群 の 吸 水 性 と 肌 触 り は 、

お そ ら く 人 の 心 を 動 か す 何 か が あ る の で あ ろ う 。 

こ う し て 、 今 治 タ オ ル の ブ ラ ン ド ・ ロ ゴ が 完

成 し 、 今 治 タ オ ル の 品 質 を 保 証 す る た め の タ グ

に も 同 じ ロ ゴ マ ー ク が 入 れ ら れ た 。  

 実 は 、 品 質 基 準 を 設 け て タ オ ル の 品 質 を 保 証 す る こ こ ろ み は 4 ～
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吉 井 タ オ ル に 付 けら れ た ロ ゴ マ ー ク の ネ ー ム  

5 年 前 に も 組 合 に よ っ て 遂 行 さ れ た が 、 あ ま り 効 果 は な か っ た 。 な

ぜ な ら 、 藤 高 氏 が い う よ う に 「 た だ 品 質 保 証 を し て も そ れ が 目 に み

え な い と 意 味 が な い 」の で あ る 。こ の 反 省 か ら も 、「 今 治 タ オ ル プ ロ

ジ ェ ク ト 」 で は 目 に み え る 品 質 保 証 を お こ な う 必 要 が あ っ た 。  

い ま で は ロ ゴ マ ー ク の ネ ー ム の 入 っ た 今 治 タ オ ル が 幅 ひ ろ く 流 通

す る よ う に な っ た が 、 当 時 は 組 合 員 に ロ ゴ マ ー ク を 付 け て も ら う の

に 時 間 を 要 し た 。 理 由 は 、 す で に 自 社 ブ ラ ン ド で 売 っ て い る タ オ ル

メ ー カ ー に と っ て ロ ゴ マ ー ク は 不 必 要 で あ っ た こ と 、 ロ ゴ マ ー ク を

付 け る の に 商 標 使 用 権 と し て タ オ ル 1 枚 当 た り 5 円 の コ ス ト が か か

っ た こ と 、 で あ る 。 一 部 の タ オ ル メ ー カ ー は 、 1 円 単 位 の 競 争 の な

か で タ オ ル を つ く っ て い る た め ロ ゴ マ ー ク に 1 枚 5 円 も コ ス ト を か

け る の は 問 題 外 と い う の は 、 当 然 の 主 張 で も あ っ た 。 そ ん な こ と を

す る な ら 自 社 ブ ラ ン ド を 構 築 す る 方 が い い と 主 張 す る タ オ ル メ ー カ

ー も あ っ た （ あ る ） の も 納 得 で き る 。 し か し 、「 今 治 タ オ ル を 売 る 」

に は 組 合 員 の 協 力 は 不 可 欠 で あ る 。 そ こ で 、 藤 高 氏 と 佐 藤 氏 が 各 タ

オ ル メ ー カ ー を 訪 問 し て 話 を し 、 賛 同 し て も ら う 地 道 な 作 業 が 重 ね

ら れ た 。こ の 努 力 が あ っ て 、「 品 質 基 準 」を ク リ ア し た タ オ ル に ロ ゴ

マ ー ク が 付 け ら れ 、 い ま で は 多 く の タ オ ル メ ー カ ー の 協 力 に よ っ て

ひ ろ く 認 知 さ れ る よ う に な っ た 。（ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

 

 

 

 

 

 


